
いつもありがとうございます。 

W26 青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

・過熱して食べるとビックリするほど美味しくなる！ 

淡路島 特別栽培 伊吹さんの淡路島玉ねぎ（有安海） 

 

既にシーズンが始まってから 2週間ほど経過しているが、取り扱い始めあたりに、 

糖度や硝酸態窒素などの測定を行うのに、フライパンで痛めたものを試食してみました。 

 

思っている以上にと言えば、生産者の伊吹さんに失礼な言い方になってしまいますが、 

明らかに今まで食べてきたどの玉ねぎよりも美味しいと思える玉ねぎでした。 



思わず食べ終わった瞬間に伊吹さんに電話したほどでした。 

 

それもそのはず、伊吹さんの栽培する玉ねぎは、もちろん個体差はあるものの、 

糖度はほとんどの個体で、10度前後を記録する 

ハイレベルな玉ねぎを安定的に栽培してくれます。 

 

それもそのはず！ 

ただでさえ玉ねぎを栽培するのに適した、淡路島という地の利がある上で、 

伊吹さんは適時適切な農薬や肥料を、その時のその症状に合わせ、 

抑える努力を常に行ってもらえています。 

 

北海道で大人気の南瓜を栽培している大川さんも同じなのですが、 

その作物の状況を、正確に把握し、 

適時適切な農薬や肥料の量に抑えることが出来れば、 

多少の差はあれども、 

天候に大きく左右されない味や量の作物を毎年作り上げてもらえています。 

 

 

現在弊社では、御商談させて頂いている企業さまに対し、 

チラシや強化品目の一部として、 

戦略的に商品の定着を目的とする企画をご提案させて頂いております。 

チラシや強化品目として取り扱いをお願いする以上は、 

アルファーとしても、相応のお届け価格をご提案ができる準備ができております。 

 

しかし当たり前なのですが、価格を調整するということは、 

価格に相応する数量をお願いしなければいけないこともご理解をお願い致します。 

 



参考までに、高知県の企業さまでは、 

熊本県藤本姉妹のフルーツ夢人参を通常価格より 10％ほど値引きさせて頂き、 

月間の強化品目として頂いております。 

その分、数量としては、 

120％のお約束とまではいきませんが、その程度の増量を目指し、 

週間での御発注を頂戴しております。 

 

この手の販売価格を抑えて回転率を上げる、という御提案をすると、 

一部の企業さまから、 

『アルファーの商品は安売りするものじゃない。』 と言ってもらえることがございます。 

 

価値を評価していただき、その方向性になっているかと思いますが、 

アルファーとしては、決して安売りを、価値を下げる、を目的とした施策ではなく、 

来店されるお客さまに、まず手に取ってもらえる、まず籠の入れてもらう、そのためには、 

一時的に価格を抑えることも決して間違いではないと考えております。 

 

お客さまにこの淡路島の伊吹さんの玉ねぎが認知されてしまえば、 

正規の、期待したい値入率に戻したとしても、点数は大きく変わらないように思います。 

 

決して単に安くするのではなく、 

逆に価値を高め認知度を高めるための施策としてお勧めしております。 

 

 

・北海道から、有機の赤肉メロンが 2種類来る。 

【北海道産 有機栽培 早川さんのメロン(ルピアレッド)】  

【北海道産 有機栽培 坂本さんのメロン(ゆめてまり)】 

(販促部:吉田紗知子) 



 

まだ登場は先にはなりますが、色々と売り場の準備が必要な商品だと思うので。 

北海道からメロンが 2産地 新登場予定です。(w28～) 

 

早川さんと坂本さん、両方とも 有機栽培で赤肉メロン。 

 

そもそも、果物で有機栽培をする事は、 

甘くておいしい＝虫など天敵が多い中で、 



農薬を出来るだけ使わずに、熟すまで守り抜く技術と、 

すぐ異変に気付く努力が相当必要です。 

 

美味しいものは、人間以外も 

みんな大好きなので… 

 

なので、果物によっては、有機栽培はほぼ不可能に近い品目もあります。 

もちろんメロンも天敵が多い。 

 

早川さんは、とにかく観察・周囲環境の調整…と地道な努力をされており、 

坂本さんも、努力と経験蓄積の深さから 「メロン名人」 と言われている方です。 

 

以前、サンプルを本社に頂きましたが、 

箱の圧(画像参照)にも負けない程の、「上等なメロンだ…」 という 

味＆柔らかさだったことをよく覚えています。 

 

今回の 2産地様方も栽培方法やこだわりを読むと、 

「最後は努力が一番大事。」という結論なんだなぁと感じます。 

 

まだ、今この発注書を書いている現在(6/11)には、 

今年の正式な販売価格は決まっておりませんが、 

昨年価格を見たり、 

最近まで登場していた、なんぶメロンと比べると 

「上等だ…そうだよね…」 という価格です。 

 

特別な商品として、是非ご検討・予定いただければと思います。 

 



・＜関西空港から直送で鮮度抜群！＞ 松茸  (販促部：生島 麻亜子) 

 

土瓶蒸し や 松茸ご飯 などにして食べたくなる、 

秋の名物の 松茸 が 7月の中・下旬に取扱い開始となります。 

 

弊社では中国・アメリカ・カナダ・トルコから輸入した物を扱っているのですが、 

昨年の 2024年は、松茸を取扱始めた年の 2020年とを比較すると、 

売上額が 210％にもなっていました！ 

2024年は 7月中旬から始めて、 

2020年は 9月から本格的に始めた事を考慮するとしても 150％程度。 

 

松茸を扱って頂いている企業様の数にはあまり変動はないため、 

良い物を毎年継続してお店に並べることで、お客様に認知され、 

「 今年もこのお店で美味しい松茸が売っているだろうから、 

松茸を買うならこのお店で買おう！」 と思って頂けるのだと思います。 



商品を 松・竹・梅 のランクで揃えた際に、 

松の商品を買うお客様は 3割程度いらっしゃる、というのは 

弊社がお取引をしている様々な企業様にお話しを伺ったり、 

一緒に店舗での売上を上げる取組をしたりする中で、 

実際に売上点数の構成比で実感した事です。 

どの企業さんも、不思議なほど 3割なのです。 

 

しかし、その松商品を買うお客様に、 

「 このお店で安心してお買い物ができる 」 と信頼して頂くためには、 

良い商品をお店に並べておく必要があります。 

来店頻度を上げ、また新たに松顧客の新規来店を願うには、 

これらの商品の拡充が不可欠となります。 

 

【 松茸の管理 】 

弊社取り扱い松茸のインポーターの方にお会いした際に、 

松茸を集荷している業者でもきちんと管理されていない所では、 

相場が高い時に出荷するために倉庫に長期間溜めて品質が悪くなっていたりする、 

とお話を伺いました。 

 

しかし、弊社の扱う松茸は、インポーターの方がきちんと管理をして、 

金属探知機を取り入れたり、集荷している業者への指導をしたりしていて、 

故意に不正をしようとする業者とは取引を中止したりするため、 

安心してお取り扱い頂けます。 

 

残留農薬の検査や、 

何かあった時のために集荷地域やパッキング工場なども特定 (トレース) できる 

ようにもしており、 



さらに 関西国際空港から直接納品するため、鮮度は抜群 ですので、 

輸入の松茸を扱うのであれば、是非弊社の商品をお取り扱いください！ 

 

【 商品の扱い 】 

弊社の取扱っている中国産の松茸は、 

雲南・四川の農家から直接仕入れしているターミナル企業と、 

連携しているインポーターからの直接取引であり、 

関西空港からお店へ直送するため、収穫後 4-5日程度で店舗に到着 します。 

そのため、お店での棚持ちを長くできます。 

 

逆に、倉庫に溜めて、注文が来てから出荷しているわけではないため、 

確率はそれほど高くはないですが、飛行機が遅れた際には納品が送れる可能性もあります。 

チラシを入れる際 には、事前にご連絡頂けましたら、 

納品日に余裕を持たせるように手配しますのでご一報ください。 

 

 

【 今年の情報 】 

昨年は 3Ｌサイズのご要望の多かったのですが、 

一番最初の中国産の出始めは、小さめでつぼみの物が多く 

お盆あたりまではＬＭＳサイズが中心となります。 

 

また、毎年相場が高くなるのはお盆の時期と、 

中国や韓国で需要の高まる 中秋節の時期になります。 

去年の中秋節は 9月の敬老の日とかぶっていたのですが、今年は 10月 6日となるため、 

敬老の日の相場は去年よりましになるのではないかという予想になっています。 

 

今年も何卒宜しくお願い致します。 



・今週は胡瓜を見る (吉田麻衣) 

今週は胡瓜のグラフです。見づらいというので今年の分を太くしてみました。 

だいたい今の時期が、一番相場が安かったみたいです。 



今年はこの２週間ほど平年よりも高いようで、今まで年を見ると２０２１年２０２３年も

同様にこの時期にちょっと高くなる時期が発生しています。 

 

左は大阪の産地リレーの様子。右は２０２２年１１月からを拡大したものです。 

明らかに２３年２４年と比較して明確に宮崎県産が少ないのが見て取れます。 

その割に今まで平年価格くらいを推移していたので不思議ですが、 

需要が少なければ価格上がらないので、当たり前といえば当たり前でしょうか。 

今時分で上がってきたのは、 

端境期で量が少なくなってきているからかなという感じだと思います。 

           

心配なのはこれから。 

今週（ｗ25）はニュースで非常に暑く湿度が高いそうです。 

高知のピーマンが予定よりも早く終わりそうな雰囲気がありますが、 

高温多湿の影響が出ているそうです。 

先週末の雨と今週の高温の影響で、病気が更に発生しそうです。 

 

武政さんが今朝ほど、病気が発生したため、 

いったん休止にして欲しいと連絡をしてくれました。 

今後主要な産地が九州から東海・信州・東北と移っていきますが 

この読みにくい天気がどう影響していくか心配が尽きない状況です。 



・今週の成分測定レポート  (吉田紗知子) 

■長崎県産 寺田さん きゅうり ニーナ Z 他 

 

長崎県・寺田さんの胡瓜を測定しました。 

前回は、2024/1/24 に測定を行っています。 

 

糖度は、4.1➜5.0 と、 

前回よりも高い数値となりました。 

 

硝酸態窒素濃度も、19.2➜7.0 と減少しており、 

良い結果となりました。 (吉田紗知子) 

 

--------------------------------------------------------------------------------  

■奈良県産 小林さん きゅうり かねそなえ 2号 

奈良県・小林さんの胡瓜を測定しました。 

新登場してすぐの測定です。 

前回は、2024/7/18 に測定を行っています。 

 

糖度は、4.3➜4.5 と、 

前回よりも高い数値となりました。 

 



硝酸態窒素濃度は、 

8.2➜17.2 と、 

少し増加しています。 

 

・今週の栽培履歴台帳調査レポート (中澤佐江子) 

品目 トマト 

品種 りんか 

特別栽培農産物 

 

栽培責任者 小林 順一郎 

住   所 和歌山県橋本市向副 1041-2 

連 絡 先 090-5259-7959 

確認責任者 渡部 佳代 

住   所 和歌山県橋本市向副 1041-2 

連 絡 先 090-5259-7959 

 

圃場住所：奈良県五條市野原東 7丁目 

 

節減対象農薬 9回 当地比 5割減 

化学肥料（窒素成分） 3.4kg 当地比 8割減 

（表示は昨年と変更なし） 

 

■台帳 NO. 3389 

栽培面積 11a 

栽培本数 1,100本/10a 

予想反収 10,000kg/10a 

収穫期間 2025/5/23～7/25 ころ 



ネオニコチノイド農薬使用無し 

 

■昨年の実績 

台帳 NO.3250 

3.2kg 4回でした。 

8月が来る前、7月下旬で作が終了するので、 

一番暑い時期を避けて終了するので、この程度の農薬散布でできるそうです。 

 

■今季の作柄 

今年は天気回りが良いので、作柄は順調で良いです。 

今季も、農薬も４回くらいで終了予定。 

肥料は、昨年は九鬼と味一番を混用していたのですが、 

今季は 味一番が在庫切れで、九鬼だけの使用になりましたとの事。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

品目 キュウリ 

品種 まりん 

栽培概要 

栽培責任者 小林 順一郎 

住   所 和歌山県橋本市向副 1041-2 

連 絡 先 090-5259-7959 

確認責任者 渡部 佳代 

住   所 和歌山県橋本市向副 1041-2 

連 絡 先 090-5259-7959 

 

圃場住所：奈良県五條市野原東 7丁目 

 



節減対象農薬 14回 当地比 6割減 

化学肥料（窒素成分） 20kg 当地比５割減 

（表示は昨年と変更なし） 

■作型の違いの為 栽培概要表示になりました。 

 

■台帳 NO. 3390 

栽培面積 45a 

栽培本数 800本/10a 

予想反収 8,000kg/10a 

収穫期間 2025/5/19～9/20 ころ 

ネオニコチノイド農薬使用無し 

 

■昨年の報告は、すぐにはわからない内容で、 

9月はオーバーする可能性が高いという内容でした。 

小林さんに聞いてみたところ、 

そんな事は無く、作型の期間が満たしていないというものです。 

半促成プラス抑制で、 具体的に 9月収穫分が 8月に植えた夏植えで抑制だとの事。 

半促成にしても、抑制にしても、栽培内容は何も変わらないという事でした。 

抑制になる９月収穫分が、農薬肥料が増える事は無いという事です。 

 

慣行基準は  

半促成 本圃期間 3月～7月 30回、40kg 

抑制  本圃期間 8月～12月 30回、25kg です。 

これらは 冬に植えるのと、 夏に植えるのかの違いで設定されているとの説明でした。 

 

小林さんの予定回数は 14回までで、9月は、この予定農薬で行けそうとの事。 

昨年の実績データ： 台帳 NO.3251 3.2kg 14回でした。 



（除草剤で 2回目を散布したかどうかとの質問に、 

6，7月にいつだったか記録しなかったが撒いたとの事で 

7月に追加して入れています。） 

 

■今季の作柄 

今年は天気回りが良いので、作柄は順調で良いです。 

今季も、農薬も４回くらいで終了します。 

肥料は、昨年は九鬼と味一番を混用していたのですが、 

今季は 味一番が在庫切れで、九鬼だけの使用になりましたとの事。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

品目 オウトウ（桜桃）サクランボ 

品種 佐藤錦、紅秀峰、南陽 

特別栽培農産物 

 

栽培責任者 金子 和史 

住所 北海道余市郡仁木町東町８－６０ 

連絡先 ０１３５－３２－３２１６ 

確認責任者 寺井 和子 

住所 北海道余市郡仁木町東町８－６０ 

連絡先 ０１３５－３２－３２１６ 

 

節減対象農薬 8回 当地比５割減 

化学肥料（窒素成分）栽培期間中 不使用 

（削減率 昨年と同じ） 

 



■台帳 NO.3388 

ネオニコチノイド農薬使用無 

 

■今季の作柄 

今期は、受粉時に気温が下がったため、受粉状況が心配でしたが、 

その後気温が上がったことと、受粉期間が思ったよりも長かったので、 

実の成りは悪くない感じです。 

現在、雨量が少ないのが心配ですが、今週雨が降る予報なので、 

雨が降れば例年通りの収穫量が見込めると思われます。 

 

収穫時期ですが、 

現在 6月 25日頃を見込んでいますが、 

今後の温度の状況により 5日程度遅れる可能性があります。 

 

 

・新登場 

      週の新登場商品はありません 

           

・商品案内変更 

      宮崎県産 特別栽培 誠のサンチュ・・・夏価格に変更。値上げ。 

      高知県産 特別栽培 武政さんのチンゲン菜・・・休止。 

再開は随時確認していきます。 

           



・終了 

      沖縄県産 特別栽培 粟野さんのピーチパイン・カット用・・・終了 

      沖縄県産 特別栽培 粟野さんのスナックパイン・カット用・・・終了 

      宮崎県産        須川さん達の土からパプリカ 

      長崎県産 特別栽培 なんぶとうもろこし 

      高知県産        とさいずまとまと・・・６月２４日納品まで可 

      高知県産        とさいずまフルーツトマト・・・６月２４日納品まで可 

      高知県産    いずまのフルーツミニトマト・アイコ・・・６月２４日納品まで可 

           

・６月新登場予定 

ニュージーランド産    防カビ剤不使用レモン・・・ｗ26 より新登場予定 

      兵庫県産        養父養生にんにく・金郷純白 

・７月新登場予定 

北海道産 有機栽培 早川さんのメロン(赤肉)・・・ｗ28 より新登場予定 

北海道産 有機栽培 坂本さんのメロン(赤肉)・・・ｗ28 より新登場予定 

北海道産 特別栽培 金子さんのさくらんぼ・佐藤錦・・・ｗ28 より新登場予定 

青森県産 特別栽培 フルーツ夢人参・山本さん・・・ｗ29 より新登場予定 

中国産  産地トレース可能松茸・・・ｗ29 より新登場予定。現在取材中です。 

北海道産 特別栽培 無限樹のミニトマト・キャロル 10・・・ｗ29 より新登場予定 

北海道産 特別栽培 無限樹のノースランドメロン・・・ｗ30 より新登場予定 

福井県産     吉村さんのとみつ栗南瓜・恋するマロン・・・ｗ30 より新登場予定 

岐阜県産     加藤さんの清見とまと・・・ｗ30 より新登場予定 

 

それでは、今週も御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 


